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会   議   録 

  会議の名称 神崎町・大河内町合併協議会新町建設計画小委員会 

  開催日時    平成１６年 ７月１４日（水） 
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  議長氏名 井上秀男 

  出席者氏名 別紙「出席者名簿」のとおり 
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１ 分科会ワークショップ 

 ○１班…………福祉相談室（和室） 

  坂田篤彦分科会長――――藤原鉄也委員（欠席）、

              児島英雄委員、 

              大谷郁雄委員、 

              堀口勝久委員、 

              立岩三代子委員、 

              井上隆弘委員、 

              山下和彦委員 

             〔専門部会〕岡部、難波 

             〔事務局〕 浅田、廣納 

 ○２班…………福祉研修室（洋室） 

  髙内直喜分科会長――――松山陽子委員、 

              高橋勝洋委員、 

              井上秀男委員、 
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              大中康寛委員、 
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              岩本精介委員（欠席）、
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                   松原 

             〔事務局〕 細岡、谷綛 

 ○３班…………福祉講習室（会議室） 

  藤原博一分科会長――――日和貞憲委員、 

              廣納正委員、 

              難波義博委員、 

              藤原安晴委員、 

              奥野恵作委員、 

              尾上徳美委員、 

              西畑強委員（欠席）、 

              上垣博委員、 

              小寺敏樹委員 
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内藤（事務局長）  皆さん、おはようございます。 

 本日第７回の新町建設小委員会のご案内申し上げましたところ、本

当に真夏日の大変お忙しいときにお越しいただきまして、ありがとう

ございます。 

 本日は３班に分かれまして、ワークショップ方式によります意見交

換会でございますので、初めの席はこういうふうな席でございます。

ご了承いただきたいと思います。 

 それでは、初めに井上委員長からごあいさつをいただきます。 

井上（委員長）   皆さん、おはようございます。早朝からご苦労さんでございます。 

 このところ大変暑い日が毎日続いております。委員の皆様にはます

ますご健勝の様子でございます。心からお喜びを申し上げたいと思い

ます。 

 本日は、第７回の新町建設計画小委員会が開催をされました。委員

の皆さん方には公私にわたりまして大変ご多用の中、お繰り合わせい

ただきまして、まことにありがとうございます。 

 本日は、先ほどご案内がございましたように、新町の主要施策につ

きまして、１日かけてワークショップをお願いすることになっており

ます。大変長時間でお疲れであろうかと思いますけれども、よろしく

ご審議賜りますようお願いを申し上げましてごあいさつとさせていた

だきます。どうも皆さんご苦労さんでございます。ありがとうござい

ます。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 本日は奥野恒夫委員さん、岩本精介委員さん、藤原鉄也委員さん、

西畑強委員さんからご欠席の連絡がございました。なお、中山祐美子

さんにつきましては、午前中欠席で午後からまた出席されます。そし

て、廣納正委員さん、日和貞憲委員さんにつきましては１１時ごろか

ら所用のため欠席というご連絡をお受けしておりますので、ご報告を

申し上げます。 

 それでは、委員長、初めの進行をよろしくお願いします。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 本日の小委員会は、前回の第６回の小委員会での事務局からお願い

をいたしましたワークショップでの意見交換が主でございます。会議

録は省略させていただきます。 

 それでは、早速でございますが本日の日程、また進め方につきまし

て事務局の説明をお願いをいたしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

会 議 経 過 
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浅田（事務局）   おはようございます。大変暑い中ご苦労さまです。 

 本日は、第７回の新町建設計画の小委員会、この新町建設計画もほ

とんど山の頂上に登りかけつつございます。最後の産みの苦しみとい

いますか、最終段階に入っておりますので、本日各委員さん方におか

れましては一日という本当に長い時間なんですけれども、本当に自由

濶達な意見を出していただいて、一つのいいものに作り上げたいとい

うふうに思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 お手元の方に次第を配付させていただいております。そちらの方に

分科会のワークショップということで、１班、２班、３班という形で

会場をまず明記させていただいております。メンバーは前回と少し入

れかえをさせていただいておりますので、自分の担当分野と違うとい

うふうなご意見もあろうかと思いますが、その辺はいろんな角度から

物事を見ていただくということも含めましてご了承を賜りたいという

ふうに思います。 

 １班は、この会議室を出ていただいた左の和室の方で、坂田分科会

長さんを中心に、そちらの方にメンバー表を書かせていただいており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。また、行政の方からも

専門部会並びに事務局の方もそれぞれ入らせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 ２班の髙内分科会長を中心にしますグループにつきましては、この

会議室出ていただきました右の福祉研修室の方で分科会を行っていた

だきたいと思います。 

 ３班は、この部屋で机等を少し移動させていただいて行っていただ

きたいというふうに思うところでございます。 

 それで、本日前回の７月３日の日にまた各委員様方にそれぞれの思

いなり意見なり、そういったものを本日ご持参いただいておろうかと

思いますけれども、それ以外にも会議中にいろいろ思われたこと、そ

ういったこともどんどん発表いただいて、本当に皆さん方の意見な

り、そういったものが少しでも多く反映される建設計画に作り上げて

いきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 それで、各班での進行なんですけれども、基本的には分科会長さん

を中心に進めていただきたいと思います。そして、それぞれの班、４

つの課題があったかと思います。２つをできれば午前中に、そして午

後から３時ぐらいを目途に後半の２つ。そして、３時ぐらいから全体

会という形でまたこの場所に集まっていただきたいというふうに思い
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ます。その際に、各ワークショップを始めていただく際に、各班それ

ぞれ前回と同様発表をしていただく方をお一人お決めいただいて、全

体会の最後のときに各班３班からそれぞれご発表をいただきたいとい

うふうによろしくお願いしたいと思います。 

 それともう一点、本日は大変午前午後にわたりまして長丁場になり

ますので、神崎町の坂田委員さんの方でそばを打っていただいており

ます。そして、昼食が本日この保健センターの方がいっぱいでござい

まして、ちょっと大変暑いんですけれども、隣の中央公民館の方の２

階の和室の方に昼食会場を設けておりますので、そちらの方でそば

と、それから神崎フードのお握りをちょっと簡単ですけれども用意を

させていただいておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

なお、このそばにつきましては、坂田委員さんを初めこの大河内、ま

た神崎、そういった方々の有志によりそばを打っていただいておりま

すので、ひとつご賞味方よろしくお願いしたいと思います。なお、委

員さんの中で、そばがどうしてもアレルギー体質とかだめな方がいら

っしゃいましたら、ちょっと挙手をいただければそばにかわるものを

ご用意させていただきたいと思いますので、この場で事前にもしおわ

かりでしたら挙手をいただきたいと思うんですけれども、いらっしゃ

いますか。特にございませんか。なければ皆さん方大変恐縮なんです

けど、１２時を一つの目途にしていただいて、公民館の方に移動をお

願いしたいということでよろしくお願いしたいと思います。 

 事務局からは以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 今事務局の方から本日のワークショップにつきましてご説明をいた

だきました。 

 何かご質問がございましたらどうぞ。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ほかに質問がないようでございますので、全体での小委

員会を終了させていただき、それぞれの会場にて分科会ごとに進めて

いただきますようお願いをいたします。 

 なお、事務局から説明がございましたように、分科会でまとめてい

ただきました後、午後３時を目途にこの会場に再び戻っていただきま

して、全体会議をお願いすることになっております。この全体会議で

は、分科会での結果を発表していただき、また意見交換をお願いする

ことになっております。 

 本日は、大変暑い中午前午後にわたる長時間となりますが、精力的
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に進めていただきますようお願いを申し上げます。 

 ここで９時２０分まで休憩をさせていただきまして、分科会ごとに

始めていただきますようにお願いをいたします。よろしくお願いをい

たします。 

            午前９時１０分 休憩 

            午前９時２０分 再開 

            〔分科会ワークショップ〕 

井上（委員長）   皆さん、どうもお疲れさまでございました。ありがとうございまし

た。 

 それでは、ただいまから全体での小委員会を開催します。 

 これからの進め方につきましては、始めに１班から発表をいただき

まして、発表が終わりますと意見交換をいただきます。このようなこ

とで３班まで繰り返していただくことになっております。よろしくお

願いをいたします。 

 それでは、１班の発表の坂田篤彦委員さん、お願いいたします。 

坂田（分科会長）  どうも失礼します。１班の坂田です。 

 私どもは、「愛・やさしさ」ということで、「子どもたちが地域の

愛情にまもられて育つまち」ということについての検討をいたしまし

た。 

 結構８人全員の意見、１人欠席でしたけどちゃんとコメントいただ

いておりましたので、まとめてみますとこのような形になっておりま

す。 

 どれが優先的にということではなしに、一番数が多かったというん

ですか、やっぱり子供たちが地域で育つということになりますと、ど

うしても世代間交流を促進するということが大きくというんですか、

数が多い意見が出ております。 

 １つは、やっぱり子供と大人が集まりやすい場づくり、そういうも

のを、そして自分たちで工夫して活用できる、そういう世代間交流の

場を作ろうというような、これ作ったらどうやというような意見でご

ざいます。 

 そして、自分たちでその場を発見して日常的にそういう集まり、広

場、そういうものを作って、一つの地域を家族のような形で地域家族

をというような、そういうような思いで、１つを子供たちを守って一

緒に育ててやったらどうやというような大きな意見が出ておりまし

た。 

 それにはやっぱり１つは、それを進めるにはやっぱり交流の仕組み
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づくりという、やっぱり話しやすいコミュニティーづくりとか地域づ

くり、そういうものが大切であると。そして、地域の伝統行事とか、

そういうものの中で世代間の交流を促進していく必要があるんじゃな

いかと、こういう意見でございます。当然そういうもんには施設が必

要でございますけども、地域の既存の施設の活用ということで、コミ

ュニティー施設をもっと有効利用というんですか、隣保館とか公民館

など、先ほどちょっと別の後ろの方でも出とったんですけども、昔は

地区の公民館なんか子供ら勝手に入って遊び回っとったなあというよ

うなこともございました。そういうことからすると、やはりそういう

場がだんだんセキュリティーの問題とかそういうもんで減ってきて、

制約をし過ぎとるんとちゃうかなというのが私の思いでございます。 

 それから、やっぱり文化施設、図書館とか学習施設、そういうもの

をもうちょっと拡充していって、その場で子供たちとの交流を図って

いくというような意見がございます。 

 それから、地域に子育てのボランティア、子育てが終わった人なん

かに、子育てのそういう経験者の方にボランティアへの参加していた

だいて、子育ての不安とかそういうものに対して皆地域の人が協力し

ていって子育ての支援をしようと。結構若い奥様の連中は、子育てに

対しての不安というんですか、そういうものが経験不足というような

ことで持っておられるということがございます。それと、保護者の教

育、当然不安を持たれとるんで、保護者の人にもそういうもっと勉強

の機会を作っていくということ。これは、小さい幼児の場ですけど

も、そういうことも必要であろうと。それから、子育てに関する悩み

ですね、いろいろあるんで、そういう相談の場も必要で、できれば一

緒にそういう施設の中で取り組んでいったらどうやというようなこと

です。 

 それから、若干大きくなってきますと、子供は学校へ行きますと学

校教育の中でのやっぱり個性、特徴のある学校運営というんですか、

だれもが一律した、平均した教育というのをずっと進められてきたわ

けですけども、みんな平等で一番同じとならんで、早いこと走る子も

遅いこと走る子も一緒に歩いて勉強しようやないかと、こういうこと

やなしに、やっぱり右走ることが好きな人は右走ると、カニみたいに

横へ歩くことが好きな子は横へ歩くと、言うたらそういう個性のあ

る、それぞれの人が人生を歩いていく、そういう個性のある教育方針

というのを、将来を見きわめてそういう場づくりをしたらどうやとい

うような話が出ておりました。 
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 それから、一方地域との連携もあるわけですけども、そういうとこ

ろの中でコミュニティースクールということで、学校をもっと、いっ

ときそういう話出ましたですね、地域と学校を開放してとかというよ

うな、そういうものはやっぱりあわせて見直す必要性があるんじゃな

いかというふうな意見が出ております。 

 それから、子供たちといろいろと世代間交流していくわけですけど

も、その場合、やはり昔の遊びとかそういうものを、やっぱりいろい

ろ年いった人はものづくりにしても何にしてもいっぱい経験豊富でい

ろいろできる人がおるんで、そういう人を子供たちと一緒に知識とい

うんですか、そういうものを与えていくという、知識とか文化を、や

っぱり地域の文化というのを与えていく、そういう仕組みづくりが必

要であろうというようなことでございます。 

 それともう一つは、子供たちはやっぱりこの神崎、大河内の両町は

大変自然の豊かなところです。こういう自然の中ではぐくんでいった

子供たちがもっともっと豊かな心を持つように、やっぱり自然の大切

さというのを子供たちに教える必要性があろうと。これは、いろんな

施設、学校の方とか世代間交流の場とか、そういう施設の中でやはり

その取り組みの一つの中にこの自然との触れ合いの大切さというもの

を教えて、子供たちにそういう豊かな自然のありがたさというんです

か、そういう経験を積ませてやるということの大切さというのを我々

ももう一遍認識する必要性があろうというような意見でございます。 

 それから、セキュリティーの問題、いろいろやっぱり安全、当然出

てくるわけですけども、この辺のところにつきましては、いろいろそ

ういう活動していく中での問題、通常の生活の中での子供の通学と

か、そういうものに対する安全の問題、いろいろあるわけですけど

も、その辺のやっぱり取り組み方、安全安全と言うて、保護する安全

と危険であるということの境をきちっと認識させるという安全の教え

方というのとあると思うんで、やっぱりこの辺のところ、ここでは簡

単にしか書いてませんけども、やっぱり安全にするために、柵をずっ

と設けて囲うてやるというのは必ずしも安全でないと。やっぱり大人

になれば、先日も神崎町事故あったわけですけども、やはりそこへ行

ったら危ないんでということを教えるという安全の取り組み方という

のもあると思いますんで、やっぱりそういうところへの指導というん

ですか、親も含めてですけども勉強していく必要性があるんじゃない

かというふうにまとめております。 

 これが第１班の、「子どもたちが地域の愛情にまもられて育つま
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ち」ということで取り組んだ内容でございます。 

 次に、「地域風土と調和して暮らせるまち」ということで、この資

料の方にもいろいろ施策の柱とかキーワードとかというのは出ており

ましたんですが、どうしてもここの地域はどちらも新町できたときに

は同じような条件であるということで、一番大切なというんですか、

昔の基幹産業であったという田んぼと山というものが今どうあるんか

というところへ結構、紙の枚数は少ないですけども論議に熱が入りま

した。その中で、やっぱり１つは田んぼ、休耕田を活用した農業のあ

り方、そして子供たちに農業体験をどうしてやったらええんかという

こと、学校教育だけじゃなしに地域の方での教育とか、そういうもの

を含めて休耕田を利用したり、何かいい方法があるんじゃないかとい

うような話が出ておりました。 

 それから、里山の活用についてもいろいろと意見が出たわけですけ

ども、なかなか田んぼと山というのはいろいろな条件が異なっており

まして、活用する内容としては木質のバイオとかペレットにすると

か、いろいろな活用方法はあるんですけども、個人の所有する山であ

って、農地のような簡単な取り扱いということはなかなかできないと

いうような問題もあるんじゃないかと。だから、どうして里山を共有

化していくかとか、そういうことを整理しなくては、やはり農地やっ

たら田んぼを今年は休耕田の方になっとるさかい、営農組合なり近所

の人にだれか使うてもろうて、子供たちに使うてもろうてもええ、学

校で使うてもろうてもええでと、こういうふうに簡単にいって、来年

になったらまたあれやということで考えられるわけですが、山はそう

はいかんので、どういうふうなかかわり合いをしたらええんかという

か、意見はいっぱい出たんですけども、なかなかこれというふうなん

は出ませんでした。ただ、その中で、ここの地域では山が９割近いん

で、山が占めとるわけですから、やっぱり環境税として水源税とか環

境税とかということで、酸素をいっぱい供給しとんやから、うちの町

だけやなしに全国山持っとるところは結構多いわけですけども、やは

りその辺の都会の人と田舎の者との差というんですか、そういうもの

もやっぱり我々の中ではやっぱりできないことではあるが、やはり県

とか国にそういうことの理解を求めるような運動も必要やないかと。

ちょっと余談なことが先になりましたけども、そういう話も出ており

ました。 

 基本的に、「地域風土と調和して暮らせるまち」ということにつき

ましては、やっぱり若者たちが住みたい町にせなんだらいかんという
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ことで、そういう先ほどのちょっと活用の問題と絡めて、自然に親し

める住宅設備とか、休耕田を住宅化するとか、若者の希望する住宅を

提供する、そういう、それから新しい産業にするために、生活するた

めの就業の場にそういうものを活用していくというような意見が出て

おります。 

 それから、話がちょっと流れができないんですけども、順番に話し

ていきますと、空き家もぽつぽつと出てきとるというようなことで、

その辺の管理というんですか、運営というんですか、そういうものを

考えた上で、賃貸住宅化、集団住宅化というようなことの取り組みも

必要であろうということです。 

 それから、ちょっと飛躍した形ですけども、ここの地域から通勤圏

の広がりをもっとＰＲしてはどうかと。都市部から離れてるというイ

メージを崩して、通勤にある程度便利でありますよという、ベッドタ

ウンとしてのイメージをみんなに訴えていくというようなことも必要

でないかというような意見出ております。この件につきましては、私

ごとでございますけども、私は阪神間の方へ十何年間単身赴任してお

りまして、最後は２年間大阪の方まで通勤いたしました。それほど苦

になるほどのあれではございませんで、約２時間で弁天町まで会社か

ら、家を出てから通うておりましたので、東京なんかで埼玉の方から

通うてはる方というのはそんなもんざらですんで、別にどうってこと

ないと。だから、神戸やその辺まで通うんやったら、もっともっとこ

こを都会の人に利用していただいて、活性化を図るような方法も可能

じゃないかというような意見も出ておりました。 

 それから、地域のよさとか地域の個性を一遍見直してみたらという

ことで、外からここの地域をもう一遍見る方法というのを考えてはど

うかと。他地域にないものをもう一遍見つけ出して、定住を促進し

て、誇れる町にしていくと。これは、やっぱり時間かけてやっぱりも

う一遍仕切り直して見ていく必要があろうかと思うんですけど、田舎

のよさというのを生かした生活環境、それから地域風土を守っていく

中で、そういう見方を、ちょっと視点を変えて見ていくということで

ございます。そういうものとあわせて、播但線の通勤のあれとあわせ

て、やはり複線化ということもできることなら将来に向かって一つの

目標を定めておいた方のがいいんじゃないかなということでございま

す。 

 それから、新しい新規就農の農業の希望者に対して農地なんかが渡

しやすい、譲ってあげやすいように、そういう支援、いろいろ農地法
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とかいろいろそういう制約がある中で、永住する方、そういう希望が

ある方に対してのやっぱり支援策というんですか、もっと簡単な手続

ができるような方法をやっぱり模索していく必要があるんじゃないか

と。都市の方と交流を深めて、そういう情報交換の中でやっていく必

要があるんじゃないかなと。それから、都市の人と体験の農園とか、

都市の人が農場や里山での体験づくりができる場づくり、仕組みと一

緒にあわせて空き家なんかを利用して宿泊施設を造るとか、減反しと

るところをもっと集約型にしてそういうものを活用する方法とか、も

う一遍その辺の休んでるところ、減反とかそういうことで山にしても

余り人が入ってないような山をどういうふうにするかというようなこ

とを、都会の人を含めてそういう仕組みづくりを一遍見直してはどう

かというような意見が一つの我々のまとめた内容でございます。 

 時間が余りだんだんないような気がしてきてちょっと焦っとんです

けども、それから「高齢者や障害者の方が生きがいをもって暮らせる

まち」ということで、これは障害者の方に対してはやっぱり授産施設

とかケア体制の充実、そういうものがやはり必要であろうと。それか

ら、そういう方に対する、高齢者も含めてですけども、やはり拠点づ

くり、先ほども言うてましたそういう拠点づくりの中には世代間交流

ができる場というんですか、そういう交流の場というものも必要じゃ

ないかなということです。 

 それから、高齢者には生きがいづくりということで、やっぱり年を

いっても自分の知恵とか技を発揮したいというような場を作ってあげ

るということも必要であろうと。やはり、舞台に立てばやはり背筋を

伸ばしてというようなこともあろうかと思うんで、そういう年寄りの

方の、高齢者の方のやっぱり技を活用する、発揮できる場所を作って

あげたいということで、介護老人になる前にやっぱり生きがいのある

ものを見つけて活用していける場を作ってあげることだということが

大切であろうと。当然そういうもんに対しては仲間づくりとか、高齢

者に対するそういうメンタルのケア、そういうグループ化というのん

のソフト的な仕組みづくりも必要であろうと思います。 

 それから、生活支援については、後からも出てくるかもしれませ

ん、何でも屋さんということで、年いった人でちょっと直したらええ

んとちゃうかなと、電気製品でも、今はもう難しゅうなってますけど

も、そういうことで何かちょっと助けてくれる人がおったったらなと

いうようなんあるんで、そういう何でも屋さんというような、何でも

助けてくれるような人がやっぱり、実際は人材がいてはるはずやと思
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われるんですね。さっきもちょっと技量がある人が、経験の豊富な人

があるんで、昔電気屋さんしとったでと、大工さんしてはったでとい

うような人にはちょっとお助けしてもらったらというような人あるん

で、そういう生活支援の体制づくりというんですか、仕組みづくりが

必要であろうと。 

 それから、神崎町の福本にできとるリサイクルプラザなんかできと

んですけど、どのようにリサイクルプラザの運営されとるんかちょっ

とわからんのですけども、そこでのやっぱりできるもんがあればもう

ちょっと活用の場を広げていただけたらというような意見も出ており

ました。 

 それからもう一つは、いずれにしてもそういうことはやっぱりそう

いう人材の活用でございますんで、今のシルバー人材センターとのつ

ながりをもっときちっとしていただいて、我々にわかりやすいよう

に、住民にわかりやすいように、その専門的な人材をもう一遍掘り起

こしを、シルバー人材センターとは別に掘り起こしができるもんがあ

れば、そういう人を確保して、そういう困った人に生活支援をできる

ような体制づくりができたらなということです。 

 それから、寝たきり予防のためのミニデイサービスの充実とか、サ

ービスを受けるべき人がちゃんと受けられるように福祉のサービスの

質の向上、当然施設とか各機関の連携というものも必要やろうし、イ

ンターネットとかＣＡＴＶを利用したそういうシステムというんです

か、つながりの連携の質の向上を構築していく必要があろうというこ

とが出てます。 

 それから、そういうものを総括した中で、やはりそれまでにできる

ことは自分たちでやるんやと。できへんことは行政にもお願いし、周

りの人にも持っていくんやと。まず、そういう心意気みたいなものも

それぞれ、年いったけんもうみんなに何でもお任せやと言うてえて役

場へ頼まあとか、近所の人に、部落の人に頼むわとかというんじゃな

しに、自分たちでできることは自分たちでやっていって、そんでやっ

ぱりできないことは助けてくださいよということで取り組む、やっぱ

り意気込みというもんをやっぱり年をいっても持っていただけるよう

な、そういう激励もできるようなことが必要であろうということでご

ざいます。 

 それから最後に、「誰もが不自由なく安心して日常生活を過ごせる

まち」ということで、自分たちのことは自分たちでと、先ほども一緒

ですけども、とにかく自分たちでやって、自分たちのしたことが人に
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感謝してもらえるような、何かそういう姿というんですか、姿勢で取

り組んでいく必要があろうと。 

 そういうことと、それから防犯活動について自主パトロールとか、

そういうものも昔の夜回りじゃないですけども、そういうものも、や

はり安心な生活を送っていただくためにはやっぱりそういう地域で、

自分たちで防犯活動を展開していくと。そういうもののつながりを幅

というんですか、連携をするためにはＣＡＴＶなんかの整備、活用の

中でやっていって、双方向の情報の受信、発信ができて、手続等もで

きるような方法がＣＡＴＶを見直すときにできたらなと。費用の問題

とかいろいろあるんかもしれませんけども、ちょっとそういう意見も

出ております。 

 それから、地域の拠点づくり、先ほども出ておりましたけども、地

域の拠点づくり、これは福祉とか、そういう消防とか、そういうもん

の拠点づくりとあわせて、先ほど出とったもんも一緒にも考えてもえ

えと思うんです。だから、総合的な福祉というんですか、よろず相談

でもいいし、何でも承ります会とか、そういうような校区単位にする

か、民生委員の方が今まで取り組まれとる中をもう一遍ひとつ見直し

て、整備できるんであればもう一遍そういう地域の拠点を見直したら

どうかと。それには、やっぱり集会所の門戸を開くとか、子供の遊び

場、先ほど出ておりましたが、そういう内容を含めたそういう拠点づ

くりでございます。 

 それから、生活道路の充実、整備につきまして、もうちょっと実際

に工事をして整備するときには住民の意見なんかを聞いて整備してほ

しいというような、ちょっと言葉足らずになっておりますけども、そ

ういう意見がございました。 

 それから、播但道が高いんで、これは何とかもっともっと地域から

利用する、姫路方面に行く人のあれを何とか考えてもらえんかなとい

うような、そういう取り組みもしていっていただかなんだら、やっぱ

りここのこっから通勤やとかいろいろしていくんに播但道の料金がち

ょっと高過ぎるんやないかというようなことでございます。 

 それから、定年後の生きがいづくりということで、高齢者の行政へ

の参画とか、これは先ほど来言うた婦人会を退職した人、消防も含め

てですけども、やっぱりそういう人の活躍の場、高齢者になる前の、

僕らも消防やめた途端に何か一遍に年いったような、することがなく

なったような気もするんですけども、そういう婦人会の方もそうであ

ろうと思いますし、そういう活躍の場というのを何かもっと見直すと
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いうんですか、そういう場を作っていけるような仕組みができればな

ということでございます。ということは、中間世代の地域参加です

ね、そういうところにポイントを置いた何か仕組みができたらなとい

うことでございます。 

 土地の有効利用につきましては先ほど来言うて、休耕田につきまし

てもやはりきちっと充実させてもらう必要があろうと、整備計画は、

土地の整備というのは大切なことであろうということでございます。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま１班に与えられました「愛・やさしさ」について、４つの

視点で坂田委員さんからきめ細かに発表をいただきました。 

 このことにつきまして、委員皆さんから積極的なご意見をいただき

たいと思います。 

 どうぞ。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ほかにご意見がないようでございますので、次に２班の

課題に入りたいと思います。 

坂田（分科会長）  どうもありがとうございました。 

            〔拍  手〕 

井上（委員長）   ご苦労さんでした。ありがとうございました。 

 ２班の発表の委員さん、藤原日順委員さん、お願いをいたします。 

藤原（日）委員   失礼いたします。２班の藤原でございます。 

 ちょっと会場の方に入るんが遅れました関係で、根回しがあったの

か何かで私の方にお鉢が回ってまいりました。 

 ２班の方は、「命・いきいき」、「自然の恵みと共に生き、力強い

命の躍動・活力をはぐくむまち」ということでテーマが４つ。 

 まず最初に、「美しい自然・地球環境と共生するまち」ということ

でございます。 

 風光明媚な景観を表現する言葉として、山紫水明っていうことがご

ざいます。山紫にして水明らかなりということなんですけども、そち

らの方で美しい自然ということを考える場合、やはり山と、それから

水という両面から考えていかざるを得ないだろうということで、まず

山の方でございますけども、前々回の山下委員さんの方からも話が出

ましたとおり、ほったらかされたら自然っていうのは自然じゃない

と。あくまで整備された自然が自然であるということでございますん
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で、里山の整備ってことをやっぱり考えていかないかんだろうと。特

に、峰山高原ですか、砥峰ですか、ススキの方の根が踏まれてなかな

か育たないということがあるらしくて、それを保全する対策が必要で

あろうと。とにかく適度に手を入れるということが大事であると。 

 あと山林の木材を考えるときに、今の状況を考えるとやっぱり付加

価値をいかに高めていくかということが重要だということで、大木主

義っていう言葉が出たんですけども、とにかく小さな木じゃない、と

にかくどこにもないような大きな木を育てるってことが大事で、その

差別化によってその木を売っていくということが大事だろうというこ

とで意見が出ておりました。そのためには、やっぱり間伐が必要にな

ってきます。その間伐材の利用ということで、こういった形の土木工

事に利用するとか、それから木材を利用して遊具、炭を作っていく

と、炭を利用していくというような形の方法がいいんではないかとい

う話が出ております。 

 山についても、やっぱり地域みずから山の手入れを行っていく必要

もあるだろうし、希少価値を追求していくということがやっぱり重要

であろうというのが山に関する意見です。 

 今度一方川でございますけども、川と触れ合うということを考えた

場合に、やっぱり教育が大事だろうということで話が出ておりまし

た。先ほど坂田分科会長の方から安全教育ということで、危ないとこ

ろに近づいてはだめっていう安全教育という話が出たんですけども、

２班の方では逆に川へ近づく楽しさと、それからその危険っていうの

をやっぱり両面から教えていかないかんのじゃないかなと。川の楽し

さと怖さっていうのを教える必要があるだろうということで意見が出

ております。 

 あと中州の整備であるとかいろんな話が出ましたですが、あと湧水

を活用するというような形も出ましたけども、清流を守っていくとい

うことについてこれからこういう形で考えていかないかんという意見

が出ております。 

 環境教育の推進ということで、その保全をするためにこういった形

の交流体験を通して自然を守る保全の仕組みを確立する、こういった

ことが必要であろうと。もう一遍繰り返しになりますけども、環境教

育については子供のときからやる必要もあるだろうし、自然とのかか

わり方を教える教育インストラクターの養成で川の楽しさ、怖さをや

っぱり教えていく必要があるということで意見が出ております。 

 あとは、ちょっと新エネルギーのことなんですけども、太陽発電で
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あるとか風力発電、水力発電とか、そういったのを利用もやっぱり考

えていかざるを得ないだろうということで意見が出ております。 

 「美しい自然・地球環境と共生するまち」ということでは大体以上

のような話が出ておりました。よろしいでしょうか。 

 続きまして、「生産者の顔が見える農林業の盛んなまち」というこ

とでございます。 

 やっぱりほかの商品との差別化ということを考えた場合に、やっぱ

り特産品、新商品の開発、本当の特産品って何だろうかということ

で、よく例が出たのがやっぱり炭とゆずということでございます。売

れる商品を開発するために、炭をもう少し脱臭というような特色を出

して商品化できればほかのところに負けない商品ができるんじゃない

かと。あとゆずについても、香りについてほかの形の商品化ができな

いものか。あとゆずだけ単独でもっと高く売れる方法ないのかなとい

う話も出ましたし、あとゆずを利用して漬物商品であるとか、そうい

った形の転用ができないものかなという話は出てます。 

 そういった特産品についてのやっぱりブランド化っていうのが大事

でして、ブランド化、例えば「高原」という言葉っていうのは非常に

響きがいいもんですから、「高原」という言葉を使ってのブランド

化、イメージ戦略をとっていったらいいんじゃないかなと。だから、

商品のイメージを形成するのはやっぱりネーミングになりますんで、

そういった形のネーミングを考えて、あと商品との開発とリンクさせ

て売っていくということが大事ではないかというように話は出ており

ます。 

 これもやっぱり単独ではなかなかできないことですから、そういっ

た法人化とか、経済との仕組み等を考えて取り組む必要があるだろう

と。農林業の法人化も必要であろうし、あと組織として放棄田をどの

ように解消をしていくか、その辺のことも考えていかざるを得ない

と。それとあと、当然経済の仕組みを考えますと在庫貯蔵施設、その

辺のことも要するに付加価値を高める、時期をずらして出荷するって

こともありますんで、貯蔵設備、その辺のところもやっぱり考えてい

かざるを得ないだろうということです。 

 ブランド化を考えた場合に、名前だけ、名前ももちろんなんですけ

ども、あとやっぱり一番売りになるのは安全、安心という、これがキ

ーワードになるだろうと。地域のよさであるとか、そういった情報発

信をすることによって、新町で作った農産物は安全であり、おいしく

食べれますよということをいかにＰＲしていくかという情報発信が必



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 15 - 

要だろうと。 

 あとこれと関係してくるんですけど、やっぱり販売ルート、特産

品、新商品を作るっていうことももちろん大事ですけども、それと同

時にやっぱり販売ルートをいかに確立していくかということが一番大

きなポイントになってくるだろうと。例えば、地域産品の販売コーナ

ーを作ってそこで販売していく、同じように物産販売所を整備して、

そこで例えば道の駅、道の駅という表現はどうなのかわかりませんけ

ども、物産を販売していくところを整備してやっていくと。同時に朝

市、青空市を開催するとか、地域内との、小売店との連携を図ってス

ーパー等で販売していくということが必要ではないかと。この情報発

信については同じようにこういった分と、それからあとＣＡＴＶとの

連携でやっていく必要があるだろうということです。 

 もう一点、その土地で作ったものをそこで消費する地産地消の仕組

みっていうのもやっぱり作っていく必要があるということで、地域産

の、ここでできた木材をその場所で使っていく、そういったのを奨励

していく補助金制度ってのもやっぱり必要ではないかなと。例えば木

製品の机を作ったり、それからその机と一緒に卒業というような形

で、こういった形の地産地消の仕組みってのも絶対必要であろうとい

うことです。 

 あと例として、今観光体験っていうことで、イチゴ農園とかいろい

ろそういったのもありますけども、そういった形もどんどんやってい

く必要があるだろうということです。 

 大体これ農業の方なんですけども、あと林業の方については山に手

を入れるために、先ほどの話にちょっと戻りますけども、林道の整備

が必要であろうと。特に大河内町の場合は、頂上付近の部分は林道が

整備されてるけども、すそ野の部分の林道がなかなか整備されてない

んで、そうすることによってこれからこちらの森林の保全にも役立つ

し、こういった農林業の交流の方にもいけるんじゃないかなというこ

とです。同じように森林浴、それから森林浴の方にも結びつけてやれ

ばいいんじゃないかなという話が出ておりました。 

 「生産者の顔が見える農林業の盛んなまち」ということにつきまし

ては、大体以上であろうかというように思います。 

 続いて、３番目が「地域に根ざした事業者活動の活発なまち」とい

うことでございます。 

 この問題は、ちょっとなかなか難しゅうございまして、あと一番最

初に発表された第１班の分ともやっぱりかかわってくるわけなんです
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けども、地域に根差した事業者活動ということで、まず商業の方なん

ですけども、特に話が出ましたのはやっぱりＪＲの寺前駅のことが出

ておりました。ＪＲの利用客、あと乗り継ぎの関係がございますん

で、その分とそれをいかに結びつけていくかということです。寺前駅

の商店街の店舗の整備がやっぱり必要であろうということで、とにか

く統一した雰囲気、ですから店先の方を統一した景観にして、店先を

ですね、レトロな雰囲気にするのかどういう雰囲気にするのかわかり

ませんけども、そういった形で統一した景観を作ることによって、観

光客を一たん寺前の駅におろすということが１つ考えられるんじゃな

いかということです。 

 同じように、特色あるお店を奨励していくってことも必要でしょう

し、あとやっぱりどうしても若い人は車がありますからどのようにも

できるんですけども、お年寄り向きに宅配、買い物した人に対して宅

配のサービスとか、買い物の送迎するというような形も考えていく必

要があろうということです。 

 やっぱりすべてに共通するんですけども、例えば情報発信をいかに

するかということが一番大事ではないかということで、そのための方

法としてここに上げられてますように、立ち寄る魅力のある商店街、

先ほどのもんともかかわってくるんですけども、あと現在大河内町の

方でやっとられる電源の町ということで、イルミネーションを売りに

して情報発信していくと。あとこういった魅力のポイントがあります

よっていう形のガイドマップもやっぱりそろえて、寺前駅等々で広報

活動を行う必要があるんじゃないかなという話が出ておりました。こ

れもＪＲですからほとんど同じでございますね。 

 あと工業の方ですけども、これはやっぱりこちらの方でどうこうと

いうことでなくて、やっぱりこれは役場なり、そういったそちらの方

にお願いせざるを得ないんじゃないかと。工業団地の早期の完売と雇

用の場を確保してほしいと、これあくまで要望でございますけども、

そういった形で工業団地の方の完売をお願いしたいということでござ

います。 

 先ほどの情報発信ともかかわっていくんですけども、やっぱり大き

な工業、商業の消費地としては、やはり姫路、加古川っていうのがタ

ーゲットになってくるだろうと。お客さんを呼ぶための産業市、大き

な見本市なり産業市っていうのも開催する必要があるのではないかと

いうことです。 

 工業、商業を考えてみます場合に、やっぱり一番基礎になってくる
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のが、いかに住人の人数を増やすかという、先ほどの定住の促進とい

うことにもかかわってくるんですけども、やっぱりそれが一番ポイン

トになるのかなということで一致しております。 

 そのためにゾーン、拠点の整備ということで、これはどうかわかり

ませんが大学誘致とか、そういった例も出てましたけども、市場開設

等々でこういった商業ゾーン、工業ゾーンというのもきちっと考えて

いく必要があるんではないかという意見が出ております。 

 その他として、道路とかトンネル、神崎町と大河内町を結ぶトンネ

ルであるとか道路の方の整備をしてほしいという意見がたくさん出て

おりました。 

 ３番目については大体以上かなというように思います。 

 最後になりますが、「心身の健康、生きがいをはぐくむまち」とい

うことで、これは大きく分けますとやっぱりこの健康増進活動の推進

ということと、歴史文化活動の推進、この２点の大きな問題になって

こようかというように思います。 

 現在の地域活動を見直した場合に、イベント大会がちょっとマンネ

リ化してるとか、そういった現状認識がありますんで、それをどうす

るか。それからあと、今回合併を契機にして当然規模が大きくなりま

すんで、それをどうしていくかということで、体育協会の統合から今

までのやってる分野だけでなくってこれからの違う分野の方への拡大

で交流の活発化っていうのを図っていく必要があろうと。一つの例と

して、将棋の名人戦とかそういった例も出てました。 

 あと新町の和を築くために、スポーツの地区対抗の交流大会を企画

すればいいんじゃないかという意見が出てます。あとこういった対抗

戦だけでなくて、みんなが楽しめるスポーツ大会もやっぱり企画する

必要があるだろうということです。 

 あと公共施設の利用の巡回バスをやっぱり考えていかざるを得ない

と。体育施設の利用に送迎バス便とか、その辺のとこも必要であろう

し、そういったことによって地域の方の利便性を高めて、こういった

スポーツ大会に参加してもらうようにするということが大事であろう

ということです。 

 健康増進活動の推進ということで、とにかく出ましたのがやっぱり

ウオーキング、歩くっていうのが一番よく今はやっておりますんで、

地域内のウオーキングコースを設定してはどうかということで、歴史

を探る、それから自然の分を探る、それからあと健康のために歩く

と。体力別にコースも設定するなどしていろんなウオーキングコース
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を設定することによって健康づくり、健康増進に資するような大会を

開催してはどうかということで、あと長谷の温水プールをどんどん利

用、活用してほしいという意見が出ました。 

 それと、これと絡んでくるんですけども、ウオーキングと絡んでく

るんですけども、例えば歴史文化活動の推進ということで、地域内に

ある歴史的な史跡の探訪をするとか、そういったハイキングコース、

ウオーキングコースを設定するというのがひとつおもしろいんじゃな

いかということです。 

 この歴史文化活動の推進ということで、ただそこを回るっていうん

じゃなくて、どういう伝承があってそういうものがあるのかというこ

との、郷土の歴史の伝承ということで、歴史を語り継ぐ会であるとか

インストラクターを養成していくことによってこういったハイキング

コース、それからあと観光の、例えばお客さんが来られたときにその

インストラクターないしはその語り継ぐ会の方がガイドの役割をする

っていうような形でのリンクができるんじゃないかなということで

す。 

 あとサークル活動の方もなかなか知られてないとこあるんで、情報

発信する必要があるだろうと。この情報発信についてはすべてにやっ

ぱりかかわってくるというように思います。 

 あと神崎町にしても大河内町にしても、やっぱり冬の間の部分がど

うしても落ちてきますんで、その分冬の間の例えば高原での雪遊びで

あるとかミニスキー場っていうようなことも考えて、冬でもお客さん

が呼べるということを考えていく必要があるんじゃないかなというの

が意見が出ました。 

 大体以上かなというように思うんですけども。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま藤原委員さんから、「命・いきいき」の目標に対するまち

づくりの視点が発表されました。 

 このことにつきまして、委員皆さんのご意見がありましたらお願い

をいたしたいと思います。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ご意見がないようでございますので、藤原さん、どうもありがとう

ございました。 

            〔拍  手〕 

井上（委員長）   最後に３班の課題に移らさせていただきます。 

 ３班の発表者の難波義博委員さん、お願いをいたします。 
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難波委員      失礼します。神崎町の難波です。 

 ちょっと発表しにくいということで、コンサルの方にわかりやすい

ように書いていただいたんですけども、自分の中では余計にわからな

くなってちょっと困っているんですけども、自分なりの言葉で表現さ

せてもらいたいと思います。 

 ３班は、「心・ふれあい」、「住民どうしの顔が見え、人と人との

心のふれあいが生まれるまち」ということで、４つの項目について話

し合いをいたしました。 

 それで、まず１つ目の「安全・安心を支えるまちづくり」というこ

とで考えてみたわけなんですけども、委員さんの中から一番多く出さ

れた項目がこちらにあります防犯というところでございます。今の社

会情勢の中で、大河内町でありますとか神崎町ともに空き巣があった

りとか泥棒が入ったりということで、今まではそんなに防犯意識も高

くなかったんでしょうけども、ここ最近防犯に対する意識の必要性が

感じられております。 

 それで、防犯でどういったことをすればということで、まずは地域

内で声かけ運動を進めていこうと。これはそんなに難しくないかと思

いますけども、お互いが地域で見守りながら声かけ運動をやっていこ

うと。そうすることによって、まずは一つの防犯活動につながるんじ

ゃないかなということが上げられております。 

 それから、パトロールを強化的にやっていこうと。このパトロール

も防犯パトロールとかってありますけども、もっともっと頻繁に行っ

ていけば防犯につながるんじゃないかなと。そうした場合に、ボラン

ティアさんによるパトロールをもう少しやっていこうというようなこ

とが上げられております。 

 それから、そのほかには防災というところのテーマも挙げられてお

ります。 

 有事に対してはなかなかそういう機会がないということで、各集落

には自治防組織とかそういったことも組織立てされているんですけど

も、なかなか発表する、自分らの活動を試すという機会がないかと思

いますので、そういった場合にはこの自主防災フェアみたいなものを

開催いたしまして、一度お互いの集落ごとに集まってそういった発表

の場をしてはどうかというようなことも上がっております。 

 それから、交通安全ということで、交通事故ゼロにということに持

っていこうと、また警察の方にもお願いしてきめ細かなパトロールを

実施していこうというようなことが上げられております。 
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 それで、こちらの方が行政が主体となってしていただきたいサービ

スですけども、行政が主導、あるいはサポートしていくっていうより

も、我々が大事だと考えたのが、この真ん中の段でくくっておりま

す、住民みずからがボランティア的にかかわろうとする意識が強い、

こういった活動を今後もっと進めていこうじゃないかと。こういった

住民主体の取り組みがようやく今芽生え始めたんじゃないかなという

ふうに考えております。しかし、行政側でお願いする部分、サポート

していただく部分と住民主体で取り組む部分、これが連携することに

よって、この項目についてそれぞれ波及効果が出てくるんじゃないか

なというふうに考えております。 

 １つ目は以上でございます。 

 ２つ目、「住民主体の地域づくり」ということで、またコンサルの

方に矢印までわざわざつけていただいて、わかりやすくしていただい

たんですけども、余計に私もわからなくなってしまっております。 

 それでまず、よく言われるのが自助、共助と、公助とか、そういう

言い方をされるかと思いますけど、まず行政からサポートしていただ

く、いわゆる公助の部分について見てまいりたいと思います。 

 行政からのサポートとして、地域づくりにおいては地域審査会等の

設置を検討してみてはどうかとか、あるいはそれぞれの町で取り組ん

でいるまちづくりに対して町からの支援制度を作っていただいたらど

うかというようなことが上げられております。そして、これ以上に考

えてみましたのが、自助努力として、自治会であるとか集落活動でど

ういった活動に取り組むかということでございますけども、地域によ

ってそれぞれ一度みずからで計画づくりを行ってみてはどうかと。そ

れから、可能かどうかわかりませんけども、集落単位で条例みたいな

ものを作ってみて、そういったものを作って個性を出していけばどう

かというようなことが上げられております。こういったことをするこ

とによって住民の関心が高まり、地域のそれぞれの個性化がより一層

進むんじゃないかなと考えております。 

 それで、従来は行政主導のまちづくりという進め方であったんです

けども、これではなかなか住民の主体性が十分に発揮できないという

ことが言えるかと思います。しかし、今各地ではミニデイサービスと

か、それから大河内町の場合でしたらふれあい喫茶とか、こういった

地域ぐるみの取り組みがなされるかと思いますけども、こういった住

民主導の動きが出ている中で、今後より住民主導の方向にシフトする

ことで個々の関心も高まり、特色あるまちづくりができるんじゃない
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かなと、このように考えております。 

 ３つ目と４つ目ですけども、「来訪者・観光客とのふれあいを大切

にするまち」と、それから「広域的な交流が盛んなまち」と、この２

つのテーマがあったんですけども、項目を並べている中で、観光面で

考えてみればどちらも類似する項目が多いということで、１つにまと

めて話し合いの方をいたしました。 

 それで、まず観光ということで、両町にはモンテローザとかヨーデ

ルの森とかグリーンエコーとか、たくさんのそういった観光施設がも

う十分に備わっているということが上げられております。そういった

施設面では十分過ぎるんですけども、その観光施設同士をつなぐルー

トが今のところ途切れていると。単発的な観光で売ってきているとい

うところを考えまして、観光ルートづくり、あるいはイベントの開催

をどんどん進めていけばどうかなということで、こちらに書いてあり

ますけども考えております。 

 こういった観光地を結ぶ工夫や仕組みを行うことによって、観光施

設への集客が効率よく図られるんじゃないかなというようなことで考

えておりますけども、ただ観光地だけを整備するとなってもやはり限

界があるかと思いますので、観光地以外にも地域をもっと魅力ある地

域にしてみたらどうかというようなことを考えてみました。 

 それで、地域をどう魅力あるかということですけども、例えば小川

がたくさんあって魚がすめたりとか、クヌギの木を作ってカブトムシ

を育てて子供たちに分けてあげるとか、そういった特色ある地域づく

り、まちづくりを、あるいは我々ができる範囲としては、荒れている

田畑を登録制で利用していただいたりとか、ごみ拾いとか草刈りなど

を日常的に行って、とにかく新町がきれいな町なんだということを植

えつけていけばどうかというようなことが出されております。 

 それで、じゃあ町を美しくして次に必要なのが何かということです

けども、次考えられるのが道路とか鉄道の整備じゃないかなというこ

とで上がっております。 

 先ほどちょっと出されておりましたけども、播但道が少し高いとい

うような懸念も聞かれます。また、ＪＲも寺前より北は電化でない

と、こういったこと。あるいは、大河内町と神崎町を結ぶ東西のルー

トがないと、こういったことを少し整備する必要があるんじゃないか

なということで、こちらの方に上げられております。こういったこと

をすることによって、都市住民との交流が開けるんじゃないかと。以

前には、大阪から直通で寺前駅までの電車があったそうですけども、
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最近は途切れているということで、そういったことも復活してみたら

どうかというようなことが話し合われております。そして、そういっ

た整備をすることによって人が集まり、特産品などが売れるんじゃな

いかと、こういったことが考えられております。 

 ちょっとまとまりがないんですけども、以上で終わらせていただき

ます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。難波さん、ありがとうございました。 

 ただいま「心・ふれあい」といった目標に向けた視点が難波委員さ

んから発表されました。 

 この発表内容を踏まえまして、委員皆さんからのご意見がございま

したらお伺いをいたしたいと思います。 

 どうぞ。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ほかにご意見がないようでございますので、以上で分科会ごとの発

表を終わらさせていただきたいと思います。難波さん、ありがとうご

ざいました。 

            〔拍  手〕 

井上（委員長）   先ほど発表をいただきました３分科会ごとのワークショップの内容

につきましては、事務局の方で十分お聞きをしておりますので、今後

の新町の主要施策に反映をしていただきますように、私の方からもお

願いを申し上げておきたいと思います。 

 その他といたしまして、今後の日程につきまして事務局からお願い

をいたしたいと思います。よろしくお願いします。 

浅田（事務局）   本日はどうもありがとうございました。 

 お手元に会議次第がございますように、次回は８月５日木曜日なん

ですけれども、午後７時から神崎町のケーブルネットの局舎の方で開

催をさせていただきたいというふうに思っております。 

 内容につきましては、前回まちづくりの課題、合併の必要性、新町

建設の基本方針、これらにつきましての各委員からの前回のワークシ

ョップからの反映といいますか、文字の修正、そういったものも含め

た修正版を、最終版を出させていただくということと、あわせまして

本日のワークショップで検討いただきました主要的な施策を反映させ

たものを皆様方に報告し、検討いただくというふうな形で持っていき

たいと思います。 

 そして、その後は新町の建設計画の方のレジュメにもございますよ

うに、施設の統合的な整備、そして最後に財政的な計画の張りつけを
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して、一応この新町建設計画完了という形になろうかと思います。そ

して、この新町建設計画につきましては、前回にも申し上げましたよ

うに、秋以降両町の集落的単位になるのか校区的単位になるのか、い

わゆる住民公表という形にさせていただく予定をさせていただいてお

ります。 

 そういったことで、いましばらく大変暑い時期なんですけれども、

この新町建設計画の方につきましては作業を詰めてまいりたいと思い

ますので、ご協力よろしくお願いしたいというところでございます。 

 なお、今月は７月１７日に第７回の合併協議会、この場所で開催を

させていただきます。あわせて第８回の協議会は７月２８日、神崎町

のＫ－ＮＥＴの方で行いますので、そちらの方につきましてもよろし

くお願いしたいと思います。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 今事務局より次回の委員会の予定について発表がございました。 

 この日程的なことにつきまして、何かございましょうか。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございます。それでは、本日の新町建設計画小委員会を

閉じさせていただきたいと思いますが、委員の皆さん方には早朝より

この時間帯まで長時間にわたりまして、ワークショップ初め精力的な

意見交換をいただきました。委員の皆さんは大変お疲れのことと思い

ます。本当にご苦労さまでございました。これからもますます厳しい

暑さが加わってこようかと思います。皆様には十分に体調を管理され

ましてご活躍いただきますようお願いを申し上げます。 

 それでは、本日はこれをもって閉会とさせていただきます。ありが

とうございました。 

 

 


